
腹腔鏡下小切開手術とは

1998年に東京医科歯科大学泌尿器科で開発され、2006年に厚生労働省より先進医療として

承認され、2008年に施設基準を満たした病院に限り健康保険が適用された手術方法です。

臓器が取り出せる最小の創を一つ作り、その創から広い手術稼働スペースを確保、内視鏡や

手術器具を挿入して対象臓器を切除し摘出する手術です。

従来の手術（開放手術）と腹腔鏡手術（内視鏡）の利点を併せ持つ低侵襲で安全な手術として、

当院では前立腺手術を中心に積極的に実施しています。

【開放手術】
利点：立体視（直接目で見る）、触覚（直接触れる）

欠点：大侵襲（創が大きい）、感染リスクが高い

【腹腔鏡手術】
利点：低侵襲（創が小さい）、感染リスクが低い、拡大視（モニターで拡大）

欠点：腹膜癒着、ガス注入による合併症、高度な操作技術

【腹腔鏡下小切開手術】
利点：両者の利点を併せ持つ（立体視、触覚、低侵襲、拡大視、ガス不使用等）
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